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（1） 令和 4年 1月 1日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う行事中止のお知らせ新型コロナウイルス感染症拡大に伴う行事中止のお知らせ
　城南区シニアクラブ連合会では、新型コロナウイルス
感染症の拡大防止のため、下記の行事を中止しました。
　今後も、感染状況を見ながら事業の実施に努めてまい
ります。会員皆様のご理解とご協力のほどよろしくお願
いします。

日　程 行　事
6月11日（金） 囲碁・将棋大会

7月8日（木） 演芸大会

9月6日（月） 単位クラブリーダー研修会

敬老の日など 社会福祉施設訪問

11月4日（木） 単位クラブ女性部長研修会

11月17日（水）シルバーバスハイク

※72号でお知らせした分を除く（11月30日現在）

社会福祉施設訪問社会福祉施設訪問
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岡
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０
０
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齢
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な
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囲碁・将棋大会囲碁・将棋大会
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10
月
6
日
（
水
）、
西
南

杜
の
湖
畔
公
園
球
技
場
に

て
、
城
南
区
高
齢
者
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
、
２
０
６
名
が
参
加
し
ま

し
た
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開
会
式
で
は
、
季
節
外
れ

高田 眞市高田 眞市さんさん
（七隈校区）（七隈校区） 96歳

　毎日ラジオ体操を行う
ことが習慣です。今後の
目標は、いつまでも健康
で元気にグラウンド・ゴ
ルフをし続けることです。

村上 美恵子村上 美恵子さんさん
（堤丘校区）（堤丘校区） 90歳

　グラウンド・ゴルフ一
筋で、今も週 4 日練習し
ています。コロナで活動
できない時は、自宅で編
み物を楽しんでいました。

《最高齢者賞》
の
暑
さ
の
中
、
熱
中
症
予
防

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
に
十
分
気
を
つ
け

る
よ
う
注
意
喚
起
を
し
た

後
、
競
技
開
始
。

　

内
原
会
長
を
は
じ
め
、
城

南
区
シ
ニ
ア
連
の
役
員
の
皆

大会結果（敬称略）

順　位 氏　名 校　区 打数

【優　勝】大津山�喬弘（南片江） 39

【準優勝】高浪�　和大（七　隈） 39

【第３位】辻野�　　素（金　山） 39

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

２
回
出
し
た
大
津
山

喬
弘
さ
ん
が
優
勝
‼

令和 3 年度 城南区高齢者
グラウンド・ゴルフ大会

最
高
齢
は

最
高
齢
は
9696
歳
！
歳
！

若
さ
あ
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続
出

若
さ
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
続
出��

さ
ん
も
選
手
と
し
て
参
加

し
、
赤
コ
ー
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と
青
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ー
ス

8
班
ず
つ
に
分
か
れ
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各
班

6
～
7
名
の
チ
ー
ム
編
成
で

行
い
ま
し
た
。
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務
所
よ
り
芝
を
刈
っ

て
も
ら
っ
た
た
め
好
条
件
の

も
と
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、
日
頃
練
習

を
す
る
砂
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
違
い
、
ボ
ー
ル
が
転
が
り

に
く
く
、
皆
さ
ん
力
加
減
に

苦
戦
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
好
ス
コ
ア
を
目
指

す
真
剣
な
競
技
の
中
、
交
流

を
優
先
と
す
る
和
や
か
な
雰

囲
気
の
班
も
あ
り
、
仲
間
か

ら
上
達
の
コ
ツ
を
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
腕
前
を
磨
く
方
も

い
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
最
高
齢
者
は
、

男
性
が
高
田
眞
市
さ
ん
（
96

歳
・
七
隈
）、
女
性
は
村
上

美
恵
子
さ
ん
（
90
歳
・
堤
丘
）

で
し
た
。

　

高
田
さ
ん
は
、
干
隈
公
園

で
ほ
ぼ
毎
日
、
七
隈
ク
ラ
ブ

で
競
技
を
楽
し
み
、
村
上
さ

ん
は
、
大
会
当
日
が
お
誕
生

日
と
素
晴
ら
し
い
一
日
を
過

ご
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

成
績
上
位
29
名
の
皆
さ
ん

は
、
10
月
25
日
（
月
）
開
催

の
第
20
回
福
岡
市
高
齢
者
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
に

出
場
し
、
代
表
と
し
て
最
後

ま
で
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

12 ページに関連記事

全身の力込めて全身の力込めて

仲間との交流も大切に仲間との交流も大切に

この距離感が難しいこの距離感が難しい

市大会
結果

第 43 回福岡市高齢者ゲートボール大会
（第１コート）片江チームが準優勝

市大会に出場された城南区代表選手の
皆さんの活躍をご紹介します。

　10 月 4 日（月）、山王公園にて市高齢者ゲー
トボール大会が開催され、長年培ったチームワー
クを発揮し、片江チームが準優勝を果たしました。

第20回福岡市高齢者
グラウンド・ゴルフ大会

準優勝（青コース） 吉安　信さん

日程：10月25日（月）
場所：舞鶴公園

（別府校区）87 歳
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
振
り
回
さ
れ
る
中
、

今
年
も
城
南
区
シ
ニ
ア
教
養

講
座
（
写
真
教
室
）
を
9
月

24
日
（
金
）
か
ら
10
月
15
日

（
金
）
の
3
回
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
第
1
回
目
は
緊
急
事
態

宣
言
発
出
中
に
つ
き
中
止
と

な
り
、
今
回
は
や
む
な
く
2

回
だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
も
講
師
と
し
て
、
写

真
ク
ラ
ブ
主
宰
の
浜
田
義
明

氏
を
お
招
き
し
、
参
加
者
5

名
が
熱
心
な
ご
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

　

第
1
回
目
が
中
止
と
な
っ

た
た
め
、
第
2
回
目
は
福
岡

市
植
物
園
に
て
撮
影
会
を
実

施
。
四
阿
に
お
い
て
写
真
や

カ
メ
ラ
の
基
本
知
識
に
つ
い

て
、
作
品
と
し
て
撮
影
す
る

こ
と
を
主
眼
に
講
義
を
受

け
、
そ
の
後
、
バ
ラ
園
で
の

撮
影
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

撮
影
会
で
は
、
主
役
に
な

る
被
写
体
の
置
き
方
や
構
図

に
つ
い
て
カ
メ
ラ
の
操
作
な

ど
を
実
地
で
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
植
物

を
撮
影
す
る
に
は
、
天
候

が
良
す
ぎ
て
青
空

が
覗
く
な
ど
写
真

撮
影
に
は
不
向
き

な
条
件
下
で
の
撮

影
会
と
な
り
ま
し

た
。

城
南
区
シ
ニ
ア
教
養
講
座
（
写
真
教
室
）

第51回福岡市高齢者美術展

プ
ロ
の
技
学
び

プ
ロ
の
技
学
び

��
好
機
を
狙
い
１
枚

好
機
を
狙
い
１
枚

　

第
3
回
目
は
、
撮
影
し
た

写
真
を
持
ち
寄
り
、
映
像
と

し
て
映
写
し
、
受
講
生
の
作

品
に
つ
い
て
、
ピ
ン
ト
の
当

て
方
や
構
図
な
ど
の
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

　

写
真
を
上
手
く
撮
影
で
き

れ
ば
、
写
真
の
奥
深
さ
や
楽

し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

だ
け
で
な
く
、
作
品
展
に
応

募
し
た
り
投
稿
し
た
り
と
写

真
を
通
し
て
活
躍
の
場
が
広

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
撮

影
の
た
め
に
外
出
す
る
機
会

が
増
え
た
り
、
仲
間
づ
く
り

に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

閉
講
式
で
は
内
原
会
長
よ

り
「
福
岡
市
高
齢
者
美
術
展

に
は
写
真
の
部
も
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
激

励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
講

座
は
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。

第 2 回 目  撮 影 会

第 3 回 目  講 評 会

　

10
月
12
日
（
火
）
～
17
日

（
日
）、
福
岡
市
美
術
館
に
て

第
51
回
福
岡
市
高
齢
者
美

術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
美
術
展
は
、
高
齢
者

が
自
ら
の
生
活
へ
の
意
欲

を
高
め
る
た
め
に
創
作
し

た
、
絵
画
、
書
、
写
真
お
よ

び
工
芸
の
作
品
を
一
堂
に

集
め
て
展
示
す
る
こ
と
に

よ
り
、
生
き
が
い
を
高
め
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
高
齢

者
福
祉
に
つ
い
て
の
市
民

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
今

回
は
、
計
80
点
が
出
品
さ

れ
、
う
ち
城
南
区
か
ら
は
5

点
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
に
は
、
洋
画
や

写
真
、
工
芸
な
ど
の
出
品
者

の
思
い
が
強
く
込
め
ら
れ

た
作
品
が
多
く
展
示
さ
れ

て
お
り
、
来
場
者
の
方
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
今
回
、
城
南
区
よ
り

栄
村
喜
好
さ
ん
（
南
片
江
校

区
）
が
、
洋
画
部
門
に
て
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、
影
等

も
色
鮮
や
か
な
絵
の
具
で

細
か
く
描
か
れ
て
お
り
、
繊

細
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。

　

来
年
も
無
事
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
城

南
区
か
ら
も
た
く
さ
ん
の

出
品
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

受
賞
作
品
の
紹
介

受
賞
作
品
の
紹
介

奨
励
賞

奨
励
賞

洋
画「
ハ
ガ
キ
絵
集
」

栄
村　

喜
好
さ
ん（
69
）

（
南
片
江
校
区
）

感性光る80点感性光る80点
 栄村喜好氏が奨励賞 栄村喜好氏が奨励賞
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城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

別 府 校 区 　 別 府 第 四 鶴 寿 会

コロナ禍の今、
� 別府校区は！

会長　土生　弘行（81）

　

別
府
校
区
町
内
会
に
所
属

す
る
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
9

ク
ラ
ブ
あ
り
ま
す
。
会
員

は
、
総
数
３
２
３
名
（
男
性

１
１
２
名
、
女
性
２
１
１
名
）

で
、
わ
が
別
府
第
四
鶴
寿
会

は
男
性
12
名
女
性
28
名
の
計

40
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

別
府
校
区
は
、
福
岡
大
学

や
中
村
学
園
通
じ
る
学
園
道

路
が
あ
る
た
め
、
活
気
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。
別
府
校

区
老
人
ク
ラ
ブ
も
同
様
に
、

70
代
前
半
の
会
長
が
、
様
々

な
行
事
に
取
り
組
み
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

ク
ラ
ブ
の
課
題
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
に
加
入
で
き
る
年
齢

に
な
っ
て
も
加
入
を
遠
慮
さ

れ
る
方
が
多
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
理
由
は
、
住
ん

で
い
る
所
か
ら
地
下
鉄
で
10

分
か
ら
20
分
で
天
神
に
行
く

こ
と
が
で
き
、
催
事
や
他
の

趣
味
的
な
サ
ー
ク
ル
が
都
心

に
あ
る
か
ら
で
す
。
○
○
サ

ロ
ン
や
○
○
会
館
な
ど
に
絵

画
や
詩
吟
、
囲
碁
、
将
棋
な

ど
に
行
き
、
老
人
ク
ラ
ブ
に

は
入
会
す
る
必
要
性
が
な
い

と
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
名
称

も
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
よ
り
、
予
定
し

て
い
た
総
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
（
毎
月
2
回
）
お
よ

び
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
、
小
学
生
と
の
交
流

（
芋
植
え
、
収
穫
、
パ
ー
テ
ィ

ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
）、
校
区
と
城
南
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
演

芸
大
会
、
校
区
夏
ま
つ
り
で

の
盆
踊
り
、
防
災
訓
練
、
秋

の
日
帰
り
旅
行
は
全
て
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

太
宰
府
天
満
宮
の
初
詣
や
日

帰
り
旅
行
な
ど
に
行
け
る
よ

う
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
体
調

管
理
に
努
め
、
希
望
者
も
増

や
し
て
、
皆
さ
ん
と
手
を
携

え
て
元
気
に
、
楽
し
く
、
実

行
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

65
歳
で
仕
事
か
ら
解
放

さ
れ
た
と
き
に
思
い
ま
し

た
。
今
ま
で
時
間
が
な
く
て

で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
挑

戦
し
て
、
こ
の
10
年
を
有
意

義
に
過
ご
そ
う
と
。
家
内
の

了
解
も
取
り
つ
け
、
早さ
っ
そ
く速
と

り
か
か
り
ま
し
た
。

　

第
一
に
、
乗
馬
で
す
。
幼

い
と
き
か
ら
疾し
っ
く駆
す
る
馬

の
美
し
い
姿
に
憧
あ
こ
が
れ
、
馬
は

一
番
好
き
な
動
物
で
し
た
。

早
速
、
西
戸
崎
の
乗
馬
ク
ラ

ブ
に
入
会
し
、
乗
馬
服
等
も

揃
え
、
毎
週
練
習
に
通
っ
て

乗
馬
に
熱
中
し
ま
し
た
。

　

常な
み
あ
し歩
、
速は
や
あ
し歩
、
駈か
け
あ
し歩
等
、

少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
乗
馬
は
、
大

き
な
馬
を
思
う
よ
う
に
動

か
す
た
め
、
馬
と
気
持
ち
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
由ゆ

ふ布
山
麓
の
自
然
の
中

を
馬
と
散
歩
し
、
思
い
き
り

走
っ
た
り
し
て
、
終
え
た
の

が
良
い
思
い
出
で
す
。

　

第
二
は
、
合
気
道
で
す
。

入
門
し
て
か
ら
少
し
で
す

が
修
業
を
続
け
ま
し
た
。
合

気
道
は
、
相
手
の
攻
撃
を
軽

い
身
の
こ
な
し
で
か
わ
し
、

急
所
を
抑
え
た
技
で
相
手

を
制
す
る
武
道
で
す
。
熟
練

し
た
人
は
、
数
人
の
攻
撃
を

相
手
に
触
れ
た
よ
う
に
見

え
た
瞬
間
に
次
々
と
投
げ

る
鮮
や
か
さ
が
印
象
的
で
、

と
て
も
奥
深
い
も
の
で
す
。

　

私
は
初
段
ま
で
い
た
だ

い
て
、
黒
く
ろ
ば
か
ま袴
を
は
い
て
演
武

会
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
、
良
い
思
い
出
で

す
。

　

第
三
は
、
テ
ニ
ス
で
す
。

あ
る
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
入

れ
て
い
た
だ
き
、
コ
ー
チ
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
体
育

館
で
10
年
以
上
続
け
ま
し

た
。

　

主
に
は
ダ
ブ
ル
ス
で
の

試
合
を
行
い
、
運
動
神
経
は

並な

み
の
私
で

す
が
上じ
ょ
う
ず手
も

下へ

た手
も
混
ざ

っ
て
嘆
声
、

笑
声
が
絶
え

ず
、
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

　

第
四
は
、
登
山
で
す
。
若

い
頃
か
ら
友
人
た
ち
と
近

く
の
山
々
に
は
よ
く
登
っ

て
い
た
の
で
、
そ
の
延
長
で

す
。

　

近
く
の
山
々
だ
け
で
な

く
、
と
き
に
は
日
本
ア
ル
プ

ス
の
奥
穂
高
岳
、
槍や
り
が
だ
け

ヶ
岳
、

立た
て
や
ま山
、
大だ
い
せ
ん山
、
富
士
山
等
、

日
本
の
代
表
的
名
山
に
登

り
ま
し
た
。
山
の
歴
史
や
四

季
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
の
美

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、
山
の
醍だ
い
ご
み

醐
味
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
運
動
を
並へ
い
こ
う行

し
て
楽
し
ん
で
い
た
あ
の

年と
し
ご
ろ頃
、
今
、
米
寿
を
過
ぎ
て

運
動
で
き
な
い
と
き
を
迎

え
、
あ
の
時
期
に
多
少
は
無

理
を
し
て
も
夢
に
挑
戦
し

て
い
て
良
か
っ
た
、
第
二
の

青
春
だ
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
今
60
代
、
70
代
の

方
々
、
第
二
の
青
春
を
無む

い為

に
過
ご
さ
ず
夢
に
挑
戦
さ

れ
る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

鳥
飼
校
区
　
り
ん
ど
う
会

�

中
原
　
博
司
（
88
）

第
二
の
青
春

第
二
の
青
春

��

〜〜
老
後
の
運
動
に

老
後
の
運
動
に
励励は
げ
は
げ

ん
だ
想
い
出
〜

ん
だ
想
い
出
〜
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国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
・
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
の
博
多
祇
園
山
笠
は
、
疫

病
封
じ
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

１
２
４
１
（
仁
治
2
）
年

の
鎌
倉
時
代
、
博
多
で
疫
病

が
大
流
行
。
町
民
に
助
け
を

求
め
ら
れ
た
聖
一
国
師
は
命

を
救
お
う
と
、
施
餓
鬼
棚
に

乗
り
、
町
内
を
回
っ
て
甘
露

水
を
振
り
ま
い
た
。
熱
心
に

祈
っ
た
と
こ
ろ
、
疫
病
は
収

束
。
や
が
て
、
夏
の
初
め
に

町
ご
と
に
山
笠
を
作
り
、
人

形
を
中
心
に
縁
起
物
を
飾
り
、

舁
き
回
る
よ
う
に
な
っ
た
。

の
様
々
な
問
題
が
起
こ

り
、
明
治
31
年
に
飾
り

山
笠
と
舁
き
山
笠
に
分

け
ら
れ
た
。

◆
飾
り
山
笠

　

表
に
合
戦
や
武
者

物
、
見
送
り
に
昔
話
や

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
題
材
を
飾

る
。
7
月
1
日
に
市
内
14
カ

所
で
公
開
さ
れ
、
15
日
間
に

わ
た
る
静
と
動
の
祭
り
の
始

ま
り
。
高
さ
は
10
～
15
㍍
、

博
多
人
形
師
の
熱
い
思
い
が

込
め
ら
れ
、
勇
壮
豪
華
絢
爛

美
を
競
い
合
い
、
15
日
午
前

0
時
ま
で
公
開
さ
れ
る
。

　

飾
人
形
は
永
享
9
年
（
室

町
時
代
）、
京
都
か
ら
招
か

れ
た
細
工
物
師
・
小
堀
家
よ

り
伝
え
ら
れ
た
木
・
竹
・
和

紙
・
布
等
を
材
料
と
す
る
細

工
人
形
。
約
3
カ
月
か
け
て

完
成
さ
れ
る
。

◆
舁
き
山
笠

　

神
輿
の
よ
う
に
担
ぐ
物
。

重
さ
約
１
㌧
で
、
高
さ
は

4
・
5
㍍
。
舁
き
棒
は
6
本

で
、
長
さ
が
5
・
45
㍍
あ
り
、

1
本
の
重
さ
は
約
60
㌔
。
26

人
で
支
え
て
舁
い
て
走
る
。

　

30
～
50
㍍
で
、
随
時
交
代

し
、
い
か
に
美
し
く
安
全
に

速
く
走
ら
せ
る
か
、
流
の
団

結
力
・
自
治
力
が
競
わ
れ
る
。

6
本
の
棒
は
同
じ
高
さ
で
は

な
く
、
外
側
の
棒
が
一
番
高

く
、
中
央
に
い
く
ほ
ど
低
く

な
っ
て
い
る
。
表
と
見
送
り

も
表
側
を
少
し
高
く
し
、
傾

斜
が
あ
り
、
い
ろ
ん
な
体
格

の
人
が
参
加
で
き
る
た
め
の

工
夫
で
あ
る
。

南片江校区　南片江第一長寿会　天本　宏（81）

伝統781年の博多祇園山笠伝統781年の博多祇園山笠

見
る
者
を
圧
倒
！

走
る
飾
り
山

飾
り
山
笠
と

 

舁
き
山
笠

と
い
わ
れ
て
い
た
。そ
こ
で
、

西
国
の
武
将
た
ち
は
、
博
多

を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
争

い
を
起
こ
し
、
何
度
も
戦
火

に
見
舞
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
豊
臣
秀
吉
が
天

下
統
一
し
、
天
正
15
年
（
安

土
・
桃
山
時
代
）
に
焼
け
野

原
と
な
っ
た
博
多
の
復
興
と

し
て
太
閤
町
割
り
を
行
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
「
流
」
と

い
う
町
の
単
位
が
作
ら
れ
、

博
多
に
「
七
流
」
が
誕
生
し

た
。

㌧
で
、
舁
き
棒
の
長
さ
は

7
・
3
㍍
、
1
本
の
重
さ
は

約
80
㌔
で
、
そ
れ
を
40
人
で

舁
き
回
る
。

追
い
山
コ
ー
ス

　

国
際
貿
易
都
市
の
博
多
は

海
外
貿
易
港
で「
富
の
拠
点
」

　

明
治
10
年
に
電
話
線
、
明

治
30
年
に
電
灯
線
架
設
、
明

治
43
年
市
内
電
車
が
走
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（
架
線
の
高

さ
5
㍍
）。
そ
の
た
め
、
高

い
山
笠
が
電
線
を
切
る
等

　

走
る
飾
り
山
と
い
わ
れ
る

「
八
番
山
笠 

上
川
端
通
」は
、

昭
和
39
年
に
デ
ビ
ュ
ー
。
平

成
2
年
に
ゴ
ジ
ラ
が
ド
ラ
イ

ア
イ
ス
の
煙
を
吐
く
仕
掛
け

で
、
観
客
に
大
受
け
し
て
以

来
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
て

い
る
。
高
さ
は
約
12
㍍
、
ア

ー
ケ
ー
ド
等
の
高
さ
に
合
わ

せ
て
6
・
5
㍍
く
ら
い
ま
で

縮
む
可
動
式
。
重
さ
は
約
2

　

土
居
町
筋
に
並
び
、
順
番

に
櫛
田
入
り
を
し
て
、
街
に

舁
き
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の

は
寛
保
3
年
（
江
戸
時
代
）

か
ら
で
あ
る
。

　

7
月
15
日
午
前
4
時
59

分
、
大
太
鼓
の
合
図
で
、
一

番
山
が
櫛
田
入
り
、
清
道
を

廻
っ
た
所
で
山
を
止
め
、
祝

い
目
出
度
を
歌
う
。
神
社
前

の
山
留
め
か
ら
清
道
を
廻
っ

て
境
内
を
出
る
ま
で
の
約

１
１
２
㍍
、
わ
ず
か
30
秒
ち

ょ
っ
と
の
大
河
ド
ラ
マ
に
男

た
ち
は
全
身
全
霊
を
捧
げ
、

追
い
山
笠
を
決
勝
点
ま
で
の

約
5
㌔
の
道
の
り
を
30
分
前

後
で
疾
駆
す
る
。

絢爛豪華な飾り山絢爛豪華な飾り山

山
笠
は
歴
史
あ
る
祭
り
で
す
！

山
笠
は
歴
史
あ
る
祭
り
で
す
！

「
流
」で
七
流
が
誕
生

櫛田神社櫛田神社
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

昭
和
39
年
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
翌

年
、
私
は
別
府
（
旧
町
名
：

草
ヶ
江
本
町
）
3
丁
目
の
永

田
家
に
嫁
い
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

3
人
の
子
育
て
も
終
え

て
、
別
府
公
民
館
で
絵
画
教

室
に
入
会
し
、
楽
し
い
時
期

を
過
ご
し
て
い
た
56
歳
の

時
で
し
た
。
突
然
、
主
人
の

実
姉
の
渡
辺
和
子
様
か
ら

民
生
委
員
就
任
の
依
頼
を

受
け
ま
し
た
。

　

義
姉
の
渡
辺
和
子
様
は
、

先
任
の
実
姉
市
川
美
代
子

様
か
ら
後
を
引
き
継
ぎ
、
な

ん
と
53
歳
か
ら
77
歳
ま
で

の
24
年
間
民
生
委
員
を
さ

れ
、
そ
の
後
を
私
に
託
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
別
府

3
丁
目
の
民
生
委
員
は
、
市

川
美
代
子
様
か
ら
主
人
の

実
姉
の
渡
辺
和
子
様
へ
、
そ

し
て
私
へ
と
3
世
代
に
わ

た
っ
て
続
き
ま
し
た
。

　

別
府
校
区
で
長
年
民
生

委
員
に
従
事
さ
れ
、
瑞
宝
章

の
叙
勲
を
授
け
ら
れ
ま
し

た
藤
村
文
彬
会
長
の
も
と
、

い
ろ
い
ろ
と
勉
強
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
藤
村
会

長
が
退
任
さ
れ
た
後
は
1

期
3
年
間
別
府
校
区
の
会

長
を
引
き
継
ぎ
、
12
年
間
努

め
て
ま
い
り
ま
し
た
民
生

委
員
を
平
成
28
年
に
退
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

町
内
の
高
齢
者
の
方
々
を

見
守
る
中
で
、
友
人
知
人
が

た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

の
方
々
と
「
み
ん
な
で
集
ま

っ
て
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た

り
、
お
茶
で
も
飲
め
る
場
所

が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
」
と
い

う
話
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
主
人
が
営

む
コ
ー
ポ
ラ
ス
ピ
ッ
コ
ロ

の
ア
パ
ー
ト
の
空
室
を
借

り
て
、
集
会
場
に
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
、
お
茶
飲
み
会

を
始
め
た
の
が
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
ピ
ッ
コ
ロ
」
の
始
ま

り
で
し
た
。
毎
月
1
回
、
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
催
の
案

内
状
を
作
成
し
て
、
町
内
の

高
齢
者
を
お
招
き
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
軽
食
を
準
備

し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が

ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様
の
協
力
を
得

て
、
ぜ
ん
ざ
い
会
や
ク
リ
ス

マ
ス
会
、
春
に
は
別
府
北
公

園
の
桜
の
花
の
下
で
手
づ

く
り
弁
当
を
い
た
だ
く
な

ど
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
恵
ま
れ
て
、
別
府

3
丁
目
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
を
長
い
間
開
催
で
き
た

こ
と
に
感
謝
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
身
体
の
続
く
限
り
、
地

域
の
方
々
と
と
も
に
、
安
心

安
全
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

別
府
校
区
　
第
六
鶴
寿
会

�

永
田
　
淳
子
（
79
）

別
府
別
府
33
丁
目
に
つ
な
が
っ
て

丁
目
に
つ
な
が
っ
て

町内の町内の話話
わわ

　広げて人の　広げて人の話話
わわ

　みんなの　みんなの輪輪
わわ

（話そう 和もう 輪になろう →  絆）（話そう 和もう 輪になろう →  絆）

別府3丁目のモットー「三つの（わ）運動」の推進

　

コ
ロ
ナ
禍
、
家
で
過
ご
す

時
間
が
長
く
な
り
、
自
然
に

テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

地
上
波
・
B
S
・
C
S
と
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
て
見
て
い

る
と
、
あ
る
ア
ニ
メ
映
画
の

題
名
に
目
が
留
ま
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
ア
ニ
メ
は
あ
ま
り

見
た
こ
と
は
な
い
で
す
が
、

そ
の
ア
ニ
メ
は
「
火
垂
る
の

墓
」
と
い
う
題
名
で
す
。
調

べ
て
み
る
と
、
昭
和
42
年
度

下
半
期
の
直
木
賞
を
受
賞
し

た
野
坂
昭
如
氏
の
体
験
短
編

小
説
を
ア
ニ
メ
映
画
化
し
た

も
の
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

制
作
・
監
督
は
、
ス
タ
ジ
オ

ジ
ブ
リ
の
高
畑
勲
氏
で
す
。

　

こ
の
方
は
ア
ニ
メ
界
に
お

い
て
有
名
な
監
督
で
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
作

品
は
昭
和
63
年
（
1
9
8
8
）

に
上
映
さ
れ
、
戦
火
の
中
、

母
親
を
亡
く
し
た
幼
い
兄
妹

の
戦
中
か
ら
戦
後
の
生
き
ざ

ま
を
見
つ
め
た
作
品
で
す
。

戦
時
下
の
人
々
や
飢
え
た

人
々
の
心
理
、
他
の
人
た
ち

の
こ
と
を
考
え
る
余
裕
が
な

い
、
自
分
が
生
き
る
の
が
精

い
っ
ぱ
い
の
時
代
で
あ
り
、

そ
の
織
り
な
す
人
間
模
様
が

非
常
に
悲
し
い
で
す
。

　

こ
の
映
画
は
兄
が
亡
く
な

る
シ
ー
ン
で
始
ま
り
、
そ
し

て
亡
く
な
っ
た
兄
妹
が
丘
の

上
か
ら
復
興
し
た
街
並
み
を

見
る
シ
ー
ン
で
終
わ
り
ま
す
。

　

当
時
の
映
画
は
二
本
立
て

で
、
も
う
一
本
の
映
画
は
同

じ
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
制
作
の

「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
と
い
う

ア
ニ
メ
作
品
で
す
。
こ
の
監

督
は
、
あ
の
有
名
な
宮
崎
駿

氏
で
す
。
こ
の
映
画
は
有
名

で
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
作
品

で
す
が
、
当
時
こ
の
二
作
品

が
同
時
上
映
さ
れ
た
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
「
と
な
り
の
ト
ト

ロ
」、
次
に
「
火
垂
る
の
墓
」

が
上
映
さ
れ
た
そ
う
で
、
映

画
が
終
わ
っ
て
も
ほ
と
ん
ど

の
人
が
席
に
座
っ
た
ま
ま
で
、

肩
が
震
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

私
は
こ
の
作
品
の
よ
う
な
体

験
は
な
い
で
す
が
、
年
の
せ

い
か
涙
腺
が
緩
ん
で
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

別府校区　第一鶴寿会
会長　大野　睛信（73）

おうち時間おうち時間
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こ
れ
ま
で
の
旅
行
目
的
は
、

イ
ベ
ン
ト
か
名
所
旧
跡
で
し
た

が
、
一
度
だ
け
特
別
な
の
が
遠

野
・
花
巻
へ
の
旅
で
す
。

峰
山
が
控
え
る
盆
地
で
、
日
本

の
原
風
景
の
趣
が
あ
る
落
ち
着

い
た
田
舎
町
で
し
た
。
駅
前
に

は
、
子
ど
も
く
ら
い
の
大
き
さ

の
痩
せ
た
鉄
製
の
カ
ッ
パ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
が
出
迎
え
て
く
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
駅
前
の
食
堂
で
の

昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
済
ま
せ
、

レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
2
台
で
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
由
来
の
「
カ
ッ
パ

淵
」
に
向
か
い
ま
し
た
。
普
段

自
転
車
に
乗
ら
な
い
妻
の
苦
言

を
聞
き
な
が
ら
、
何
と
か
小
一

時
間
で
着
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、

か
か
る
橋
以
外
は
人
工
物
の
な

い
流
れ
の
早
い
小
川
で
し
た
。

　

川
端
に
は
、
竹
竿
や
紐
、
キ

ュ
ウ
リ
の
セ
ッ
ト
が
無
人
販
売

さ
れ
て
い
て
、
カ
ッ
パ
を
狙
っ

て
す
で
に
数
本
の
キ
ュ
ウ
リ
が

川
面
に
向
か
っ
て
吊
る
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
今
で
も
カ
ッ
パ
伝

説
は
全
国
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う

で
す
が
、
大
抵
は
子
ど
も
に
い

た
ず
ら
を
す
る
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
こ

の
地
元
の
人
（
子
ど
も
？
）
の

遊
び
心
の
あ
る
珍
し
く
伝
統
を

う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
も
の
で

す
。

で
し
た
。
昔
の

何
も
な
い
寒
村

で
は
、
小
娘
と

馬
の
組
み
合
わ

せ
も
一
見
奇
妙
に
思
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
に

は
、
馬
は
婿
養
子
に
な
れ
な
か

っ
た
青
年
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
え
ま
し
た
。
そ
う
考
え
る

と
、
少
し
は
猟
奇
性
も
薄
ら
ぎ

ま
す
。

鳥
飼
校
区
　
ふ
よ
う
会

�

会
長
　
永
井
　
耕
一
（
76
）

遠
野
・
花
巻
へ
の
旅
の
雑
感

遠
野
・
花
巻
へ
の
旅
の
雑
感

　

さ
ら
に
話
を
進
め
ま
す
。
翌

日
の
目
的
地
は
花
巻
の
宮
沢
賢

治
記
念
館
で
す
。
そ
こ
は
花
巻

駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
2
～
3
㍍

で
着
く
丘
の
上
に
あ
る
近
代
的

な
建
物
で
し
た
。
私
は
こ
こ
で

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
と
い
う

童
話
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

確
か
T
V
で
時
々
見
ら
れ
る
よ

う
な
影
絵
の
シ
ョ
ー
仕
立
て
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
で
ん
返
し
の
ス
ト
ー
リ

夫
婦
2
人
旅
の

ス
タ
ー
ト
！

　

20
年
ほ
ど
昔
の
晩
夏
、
夫
婦

2
人
で
早
起
き
し
て
、
関
東
か

ら
新
幹
線
と
在
来
線
を
乗
り
継

ぎ
、
昼
に
は
遠
野
に
着
き
ま
し

た
。
遠
野
の
町
は
、
北
に
早
池

方
言
が
ま
ざ
っ
た

語
り
を
堪
能

異
類
婚
に

ま
つ
わ
る
伝
承
園

　

話
を
先
に
進
め
ま
し
ょ
う
。

数
か
所
を
ま
わ
っ
た
後
、
駅
に

戻
っ
て
近
く
の
郷
土
館
に
入
り

ま
し
た
。
そ
こ
は
、
数
百
円
の

入
場
料
が
い
り
ま
し
た
が
、
語

り
部
に
よ
る
民
話
が
聞
け
ま
す
。

　

10
人
程
度
の
客
を
相
手
に
交

代
で
80
歳
く
ら
い
の
お
ば
あ
さ

ん
た
ち
が
岩
手
弁
で
「
座
敷
わ

ら
し
」
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

語
り
の
決
め
ゼ
リ
フ
は
朝
ド
ラ

の
タ
イ
ト
ル
「
ど
ん
ど
は
れ
」

で
す
。
話
の
あ
ち
こ
ち
に
訛
り

が
混
ざ
り
、
正
確
に
は
理
解
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昔
雪
に

閉
ざ
さ
れ
た
田
舎
家
の
囲
炉
裏

端
で
お
ば
あ
さ
ん
が
こ
の
よ
う

に
孫
た
ち
に
話
し
た
の
で
は
と

想
像
し
ま
し
た
。
宿
の
夜
中
に

「
座
敷
わ
ら
し
」
に
会
え
た
ら
、

も
う
少
し
い
い
生
活
が
送
ら
れ

た
か
も
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
目
的
地
は
、
す
ぐ
近
く

の
「
伝
承
園
」
で
す
。
馬
小
屋

が
つ
な
が
っ
た
母
屋
（
曲
が
り

屋
）
が
数
棟
が
散
在
し
て
い
て
、

江
戸
時
代
の
集
落
を
想
像
さ
せ

る
所
で
し
た
。
こ
こ
に
は
「
お

し
ら
様
」
を
奉
っ
た
薄
暗
い
お

堂
が
あ
り
、
堂
内
に
は
手
作
り

の
人
形
の
よ
う
な
奉
げ
も
の
が

所
狭
し
と
吊
る
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
お
し
ら
様
」
と
は
、
娘
と
馬

の
悲
恋
の
民
話
で
、
先
の
カ
ッ

パ
の
話
か
ら
一
転
、
暗
い
も
の

　岩手県遠野市にあり、土淵町の常堅寺裏を流れる
小川の淵。かつてはカッパが多く住み、人々を驚か
していたという伝説が語り継がれている。

カッパ淵カッパ淵

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
が
始
ま
っ
て
、
も
う

す
ぐ
2
年
半
近
く
な
り
ま
す
。

そ
の
影
響
を
受
け
、
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
の
活
動
も
い
ろ
い
ろ
な
活

動
の
制
限
で
手
足
を
も
ぎ
と
ら

れ
る
よ
う
な
思
い
で
、
休
止
状

態
が
2
年
近
く
は
続
い
て
い
る

と
考
え
ま
す
。

　

活
動
の
自
粛
が
続
い
て
い
る

金山校区　友丘老人クラブ高砂会
会長　内原　悟（83）

コロナ禍でのクラブ活動コロナ禍でのクラブ活動

た
め
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
全
く
取
れ

な
い
状
態
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
今
後
の
活
動
を
持
ち
直
す
に
は

ど
う
す
る
べ
き
か
？
】

A
．
会
員
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
今
後
の
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
は
何

か
？
】

A
．
会
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
情

報
収
集
や
相
談
を
し
て
、
全
員

で
協
力
し
て
進
め
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
総
括

し
て
言
え
る
こ
と
は
役
員
を
中

心
に
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
と
努
力
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

ー
は
、
T
V
ミ
ス
テ
リ
ー
で
は

珍
し
く
な
い
も
の
の
、
気
持
ち

が
少
年
時
代
に
戻
り
つ
つ
あ
っ

た
私
に
と
っ
て
は
衝
撃
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
遠
野
・
花
巻
の

旅
は
、
私
を
少
年
時
代
に
プ
レ

イ
バ
ッ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
の
私
に
、
語
り
聞
か
せ
る
物

語
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
こ

と
を
少
し
寂
し
く
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま

す
か
？



（9） 第 7 3 号  ふ れ あ い
【事務局通信 おまけの答え】①へちま　②苦菜　③よもぎ
　　　　　　　　　　　  ④さつまいも

　

ハ
イ
サ
イ
。
ガ
ン
ジ
ュ

ネ
ェ
～
。う
ち
な
ー
ぐ
ち（
沖

縄
の
言
葉
）
で
「
元
気
で
す

か
」
と
言
う
そ
う
で
す
よ
。

「
ふ
れ
あ
い
第
73
号
」
で
も

紙
面
の
都
合
で
、
拙
い
文
章

を
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
皆
さ
ん
の
活
動
を
お

手
伝
い
し
て
、
早
8
カ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
の
た
め
、
予
定
さ
れ
て

い
た
事
業
は
ほ
と
ん
ど
中

止
、
中
止
、
中
止
の
状
況
で

し
た
。

　

事
業
と
い
え
ば
、
本
紙
に

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
城
南

区
高
齢
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
大
会
」
が
、
皆
さ
ん
と

の
初
め
て
の
出
会
い
と
な
り

ま
し
た
。
大
会
で
運
営
を
し

な
が
ら
感
じ
た
こ
と
は
「
と

に
か
く
会
員
の
皆
さ
ん
が
若

い
！
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
会
の
出
場
者
名
簿
を
作

成
し
て
い
く
中
で
、
出
場
者

の
年
齢
を
見
る
と
、
70
代
は

ま
だ
ま
だ
、
80
代
が
中
心

で
、
最
高
齢
は
96
歳
の
方
で

し
た
。
失
礼
な
が
ら
率
直
に

言
っ
て
、
体
調
を
壊
さ
な
け

れ
ば
良
い
が
と
気
に
し
た
と

こ
ろ
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
校
区
の
会
長

さ
ん
に
お
尋
ね
し
た
と
こ

ろ
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
、
地
域

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に

参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

実
際
に
、
会
場
で
お
見
か
け

し
ま
し
た
が
、
無
駄
な
気
遣

い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

元
気
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ

れ
あ
い
、
活
動
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
た
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

【
木
下　

勝
範
】

事務局通信事務局通信

✿ 第 2 回目 ✿

　
次
の
言
葉
は
な
ん
と
読
む
で

し
ょ
う
。
今
回
は
沖
縄
の
野
菜

の
名
前
で
す
。

①
ナ
ー
ベ
ー
ラ
ー

②
ン
ジ
ャ
ナ

③
フ
ー
チ
バ
ー

④
ン
ム

�

【
答
え
は
9
ペ
ー
ジ
】

お
ま
け

　次号「ふれあい第 74 号」に掲載する原稿を募集　次号「ふれあい第 74 号」に掲載する原稿を募集
しております。しております。
　下記の要領にて募集いたしますので、皆様のご投　下記の要領にて募集いたしますので、皆様のご投
稿をお待ちしています！稿をお待ちしています！

◆原稿のジャンルは、クラブ活動、旅行記、郷土史、
　随想、文芸（俳句、短歌、川柳）など

◆写真もあわせてぜひお送りください。
　（写真はきれいなものをお願いします）

◆クラブ名、氏名、年齢、連絡先を明記してください。

◆縦書き原稿用紙400字詰、2枚以内
　（※楷書でお願いいたします。ワープロも可）

◆お送りいただく原稿
は、全て自作未発表
のものに限ります。

　（二重投稿はご遠慮
ください）

※�紙面の都合上一部割
愛、掲載見送り等をす
る場合もあります。

〒 814-0192
城南区鳥飼６–1–1 城南区役所１階
城南区シニアクラブ連合会事務局
� TEL：092-833-4107

原稿締切：令和 4 年 4 月 28 日（木）原稿締切：令和 4 年 4 月 28 日（木）
宛
先
は
こ
ち
ら
！

宛
先
は
こ
ち
ら
！

稿 募 集原

ふれあい第 74 号ふれあい第 74 号（令和 4 年 7 月発行）（令和 4 年 7 月発行）

　 梅 林 古 墳 は、5

世紀後半に造られ

た全長 27 メート

ルで、高さ 3 メー

トルの比較的小型

の 前 方 後 円 墳 で

す。

　内部は全体的に

横穴式石室で、須

恵器や鉄斧、ガラ

スなどが副葬されていました。石室の形態などに古い様相

を持ちながらも、くびれ部方向に開口し、須恵器の副葬な

どの新しい葬送儀礼を取り入れるなど、後期古墳の要素を

兼ね備える古墳といえます。

　そして、1991 年には福岡市の史跡の指定を受け、現在、

墳丘は復元し保存されています。また、公園としても公開

されているため、近くの団地の子どもたちの遊び場として

も親しまれています。

皆さんのまちの歴史ある皆さんのまちの歴史ある
場所があれば教えてください！場所があれば教えてください！
※詳細は左記の原稿募集にて※詳細は左記の原稿募集にて

梅林古墳梅林古墳

老若男女に老若男女に
人気の墳丘人気の墳丘

梅林古墳（七隈校区）梅林古墳（七隈校区）
ふれあいふれあい
歴史散歩歴史散歩
第1回



（10）第 7 3 号  ふ れ あ い

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

クロスワードパズル
漢 字

A B C D

マス目にはすべて漢字が入ります。
A～Dでできる四字熟語は何でしょう？

 1. 六曜の一つ。結婚・旅立ちなど、万事に吉とする日
 2. 殿様などの主君に、忠誠を誓い仕える者
 4. 土地区画の番号がない土地。網走◯◯◯
 5. 定員いっぱい、ぎゅうぎゅう詰めのトレインだ
 7. 鬼は外、福は内、と豆まきする日だね
10. 自分の主張をおさえ、相手の意向に従う
12. 建物などに囲まれた、屋根のないスペース
13. 自分の国が、大好きです
15. サッカーやラグビーなどをするための競技施設
16. チームの力になるという構想から外れること
17. 親密な交際のたとえ「◯◯の交わり」
19. 一番ちいさなコインは◯◯玉だね

タ
テ
の
カ
ギ

 1.↔店子。貸し家の持ち主です
 3. 町中にある、お巡りさんの詰め所
 6. どじょうすくいの踊りで有名な、島根県の民謡
 8. そとまわりのセールスマン。保険の◯◯◯
 9. いくつかの区画に分けて売り出す土地だ
11. ひるま。日の出ている間
13. 気に入って、大切にしている車だ
14. サッカーは蹴球、ではテニスは？
16. 争いが続き、群雄割拠の◯◯時代
18. 科学などのテクノロジーに関する能力
20. 魚介類を取り引きするマーケットだね
21. 多角形のすべての頂点を通る円です

ヨ
コ
の
カ
ギ

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

大 家 番交 満
安

日

来 節
分

中
庭

外

水
魚

球
技
場

譲
歩
地

員
電
車愛

国戦

外
術 力 一

円

答　え

家庭円満
A B C D

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

クロスワードパズル
漢 字

A B C D

マス目にはすべて漢字が入ります。
A～Dでできる四字熟語は何でしょう？

 1. 六曜の一つ。結婚・旅立ちなど、万事に吉とする日
 2. 殿様などの主君に、忠誠を誓い仕える者
 4. 土地区画の番号がない土地。網走◯◯◯
 5. 定員いっぱい、ぎゅうぎゅう詰めのトレインだ
 7. 鬼は外、福は内、と豆まきする日だね
10. 自分の主張をおさえ、相手の意向に従う
12. 建物などに囲まれた、屋根のないスペース
13. 自分の国が、大好きです
15. サッカーやラグビーなどをするための競技施設
16. チームの力になるという構想から外れること
17. 親密な交際のたとえ「◯◯の交わり」
19. 一番ちいさなコインは◯◯玉だね

タ
テ
の
カ
ギ

 1.↔店子。貸し家の持ち主です
 3. 町中にある、お巡りさんの詰め所
 6. どじょうすくいの踊りで有名な、島根県の民謡
 8. そとまわりのセールスマン。保険の◯◯◯
 9. いくつかの区画に分けて売り出す土地だ
11. ひるま。日の出ている間
13. 気に入って、大切にしている車だ
14. サッカーは蹴球、ではテニスは？
16. 争いが続き、群雄割拠の◯◯時代
18. 科学などのテクノロジーに関する能力
20. 魚介類を取り引きするマーケットだね
21. 多角形のすべての頂点を通る円です

ヨ
コ
の
カ
ギ

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

大 家 番交 満
安

日

来 節
分

中
庭

外

水
魚

球
技
場

譲
歩
地

員
電
車愛

国戦

外
術 力 一

円

答　え

家庭円満
A B C D

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

クロスワードパズル
漢 字

A B C D

マス目にはすべて漢字が入ります。
A～Dでできる四字熟語は何でしょう？

 1. 六曜の一つ。結婚・旅立ちなど、万事に吉とする日
 2. 殿様などの主君に、忠誠を誓い仕える者
 4. 土地区画の番号がない土地。網走◯◯◯
 5. 定員いっぱい、ぎゅうぎゅう詰めのトレインだ
 7. 鬼は外、福は内、と豆まきする日だね
10. 自分の主張をおさえ、相手の意向に従う
12. 建物などに囲まれた、屋根のないスペース
13. 自分の国が、大好きです
15. サッカーやラグビーなどをするための競技施設
16. チームの力になるという構想から外れること
17. 親密な交際のたとえ「◯◯の交わり」
19. 一番ちいさなコインは◯◯玉だね

タ
テ
の
カ
ギ

 1.↔店子。貸し家の持ち主です
 3. 町中にある、お巡りさんの詰め所
 6. どじょうすくいの踊りで有名な、島根県の民謡
 8. そとまわりのセールスマン。保険の◯◯◯
 9. いくつかの区画に分けて売り出す土地だ
11. ひるま。日の出ている間
13. 気に入って、大切にしている車だ
14. サッカーは蹴球、ではテニスは？
16. 争いが続き、群雄割拠の◯◯時代
18. 科学などのテクノロジーに関する能力
20. 魚介類を取り引きするマーケットだね
21. 多角形のすべての頂点を通る円です

ヨ
コ
の
カ
ギ

6

1

9 10 10

2 5

16

7

11

14

3 4 5

12

18
B

15

DA

C

8

13

17 19

20 21

交
吉

市 接

大 家 番交 満
安

日

来 節
分

中
庭

外

水
魚

球
技
場

譲
歩
地

員
電
車愛

国戦
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答　え

家庭円満
A B C D

パズル 脳トレde

ちょっとひとやすみ 　脳を使わずにいると、年齢とともに脳機能が低下し記

憶力の低下などの原因となります。パズルなどで楽しみ

ながら脳トレをすることで脳が活性化し、認

知症の予防にもつながります。ここで一息、

以下のパズルにチャレンジしてみましょう。

解答は
11 ページ

皆さん全問分かりましたか？
日頃から楽しく脳トレを！

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」
の
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の
掲
載
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸
せ
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
願
っ
て
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

◆◆
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
お
礼

◆
編
集
後
記

◆
編
集
後
記

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
新
た
な
年
を
迎
え
、
元

気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
拝
察
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
で
始
ま
り
、

総
会
行
事
を
は
じ
め
、
多
く
の
事
業

が
中
止
せ
ざ
る
を
え
ず
、
中
に
は
2

年
続
け
て
開
催
で
き
な
か
っ
た
事
業

も
あ
り
ま
し
た
。
何
と
な
く
モ
ヤ
ッ

と
し
て
、
す
っ
き
り
し
な
い
一
年

だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
ふ
れ
あ
い
第
73
号
」
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
中
止
す
る

な
か
、
皆
様
の
ご
協
力
で
実
施
で
き

た
行
事
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
今
号
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
い

た
頃
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
終
息
し
、
明
る
い
希
望
が

持
て
て
い
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で

す
。

　

今
年
も
広
報
部
員
一
同
、
力
を
合

わ
せ
、
皆
様
に
様
々
な
話
題
や
情
報

を
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
の
た
び
会
員
の
皆

様
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
い

た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に

と
っ
て
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

広
報
部
一
同
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文
芸

川　

柳

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会				

山
野
井　

豊
子（

山
野
井　

豊
子（
9292
））

車
椅
子
坂
を
登
り
て
口
笛
を

車
椅
子
坂
を
登
り
て
口
笛
を

義
理
ゆ
え
に
最
後
の
言
葉
ぐ
っ
と
の
み

義
理
ゆ
え
に
最
後
の
言
葉
ぐ
っ
と
の
み

老
い
の
身
に
一
歩
ふ
み
出
す
意
図
も
な
し

老
い
の
身
に
一
歩
ふ
み
出
す
意
図
も
な
し

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ		
石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8484
））

マ
ス
ク
付
け
三
百
六
十
五
日
化
粧
せ
ず

マ
ス
ク
付
け
三
百
六
十
五
日
化
粧
せ
ず

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会

　

田
島
校
区　

第
６
桜
会		

金
子　

琢
一
郎（

金
子　

琢
一
郎（
8686
））

　

蝉
三
題

　

蝉
三
題

ジ
イ
ジ
イ
と
い
つ
も
俺
だ
け
何
故
呼
ぶ
か
！（
バ
バ
も
居
る
よ
）

ジ
イ
ジ
イ
と
い
つ
も
俺
だ
け
何
故
呼
ぶ
か
！（
バ
バ
も
居
る
よ
）

カ
ン
ナ
カ
ン
ナ
愛
し
た
君
を
探
し
て
る（
そ
う
泣
く
な
）

カ
ン
ナ
カ
ン
ナ
愛
し
た
君
を
探
し
て
る（
そ
う
泣
く
な
）

チ
ュ
ク
リ
ッ
シ
ョ
夏
よ
り
コ
ロ
ナ
終
わ
ら
せ
て
！（
頼
む
お
願
い
）

チ
ュ
ク
リ
ッ
シ
ョ
夏
よ
り
コ
ロ
ナ
終
わ
ら
せ
て
！（
頼
む
お
願
い
）

短　

歌

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ		

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8484
））

愛
犬
の
今
日
の
散
歩
は
お
じ
い
さ
ん

愛
犬
の
今
日
の
散
歩
は
お
じ
い
さ
ん

　
　

家
族
構
成
わ
か
る
家　
（
玄
関
先
に
て
）

　
　

家
族
構
成
わ
か
る
家　
（
玄
関
先
に
て
）

俳　

句

　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会

　

別
府
校
区　

第
四
鶴
寿
会		

野
口　

久
美
子（

野
口　

久
美
子（
7979
））

丁
寧
に
生
き
て
傘
寿
や
初

丁
寧
に
生
き
て
傘
寿
や
初
御御み

そ
ら

み
そ
ら空空

年
の
瀬
や
つ
ま
づ
き
我
に
帰
り
た
り

年
の
瀬
や
つ
ま
づ
き
我
に
帰
り
た
り

年
玉
を
用
意
し
た
る
も
婆
の
幸

年
玉
を
用
意
し
た
る
も
婆
の
幸

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

　

堤
地
区　

東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ		

石
井　

和
子（

石
井　

和
子（
8484
））

年
の
瀬
に
心
許
せ
る
友
病
み
て

年
の
瀬
に
心
許
せ
る
友
病
み
て

シ
ル
バ
ー
川
柳

失
言
は
家
庭
内
で
も
命
取
り

失
言
は
家
庭
内
で
も
命
取
り		

オ
レ
オ
レ
の
相
手
を
し
た
い
ほ
ど
の
暇

オ
レ
オ
レ
の
相
手
を
し
た
い
ほ
ど
の
暇

婚
活
の
殺
し
文
句
は「
看
取
り
ま
す
」

婚
活
の
殺
し
文
句
は「
看
取
り
ま
す
」

居
な
い
と
き
妻
の
枕
を
尻
に
敷
く

居
な
い
と
き
妻
の
枕
を
尻
に
敷
く

挑
ん
で
も
店
員
を
呼
ぶ
セ
ル
フ
レ
ジ

挑
ん
で
も
店
員
を
呼
ぶ
セ
ル
フ
レ
ジ

問
診
に
オ
レ
よ
り
妻
が
答
え
て
る

問
診
に
オ
レ
よ
り
妻
が
答
え
て
る

じ
い
ち
ゃ
ん
に
ス
マ
ホ
教
え
る
孫

じ
い
ち
ゃ
ん
に
ス
マ
ホ
教
え
る
孫
55
才才

自
分
で
も
事
実
か
分
か
ら
ぬ
武
勇
伝

自
分
で
も
事
実
か
分
か
ら
ぬ
武
勇
伝

若
作
り
し
て
も
話
題
は
み
な
昭
和

若
作
り
し
て
も
話
題
は
み
な
昭
和

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会「
シ
ル
バ
ー
川
柳
」よ
り

　高齢者を狙い、様々な手口のニセ電話詐欺が発生していま
す。防犯のポイントを実践し、詐欺被害防止に努めましょう。

ニセ電話詐欺ニセ電話詐欺にに注意 !注意 !

◎ 「△△会社から、社債購入のお知らせが届いていませんか」◎ 「△△会社から、社債購入のお知らせが届いていませんか」
◎ 「コロナで会社が倒産して、借金ができた」◎ 「コロナで会社が倒産して、借金ができた」
◎ 「交通事故を起こして、示談金がいる」◎ 「交通事故を起こして、示談金がいる」
◎ 「会社のお金を紛失してしまい、穴埋めしないといけない」◎ 「会社のお金を紛失してしまい、穴埋めしないといけない」

注 意 以下のような電話がかかってきたら要注意！

「怪しいな？」と思ったら、１人で悩まず、まず相談を！

「電話」で「お金」はすぐ110番!

防 犯 ポ イ ン トのの
6
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9ページ
漢字クロスワードパズル
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9ページ
漢字クロスワードパズル

答　え【10 ページ】クロスワード 答え
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「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

（写真左から）
戸高副会長と内原会長

　城南区高齢者グラウンド・ゴルフ大
会を 10 月 6 日（水）、西南杜の湖畔公
園球技場にて開催しました。
　青空が透き通るような雲ひとつない
秋空のもと、新型コロナ感染対策をし
た上で、206 名の皆さんはのびのびと
プレーし、上位入賞を目指しました。

仲
間
と
楽
し
く

仲
間
と
楽
し
く

  

汗
を
流
そ
う

汗
を
流
そ
う
!!!!

マスク越しでもマスク越しでも

伝わる笑顔伝わる笑顔

206 名の元気シニアが集結206 名の元気シニアが集結

練習の成果いざ発揮練習の成果いざ発揮

最後まで確実に最後まで確実に芝目を読んで一打集中芝目を読んで一打集中

青空青空のもとのもとナイスショットナイスショット

大会大会
名 場 面

城南区高齢者城南区高齢者

入賞者へは記念品贈呈入賞者へは記念品贈呈


